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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
図書費の執行状況調査について
　５日の管内研大変ご苦労さまでした。事務センターの様子やそのことで高校の事務室がどう変わっていったかなど想像していたより衝撃的な内容でしたね。小中学校は給与費に国庫負担があるから高校に比べれば文科省が定数維持に動きやすいという状況はあるかもしれませんが、安心できる情勢でないことは確かです。子どもたちや学校のことを思う気持ちは教員に負けないと思うのですが、いつも事務職員がねらわれるのは大変残念です。

さて話は変わりますが、今年の提言に図書費の執行方法について盛り込む予定なので、これに係わって一つ調査したいことがあるのでお願いします。図書費執行に関する課題は日刊連携会議５９号（５０号も関連します）で既に指摘したとおりですので読み返していただけるとありがたいのですが、各学校の状況を調査していないので、提言のためには若干の調査が必要です。よろしくお願いします。今週中に提出していただけたらありがたいです。
図書費の執行状況調査　学校名【　　　　　　　　】

１．２００９年度の図書費執行に係わる決議書の枚数は何枚？　　　　　　　〔　　　　〕枚
２．２０１０年度１０月末までの図書費執行済み額と、執行に係わった決議書の枚数は何枚？

〔　　　　　　　　〕円〔　　　　〕枚

３．例年（又は今年）の学校図書納入パターンについて、下記から最も近いものを選んでください。
　　□　ほぼ全額分が一度に納入される。
□　年間〔　　〕回くらいに分割して納入される。
　　□　その他〔具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

４．図書担当の先生に聞いてみてください。図書の発注を市内全校が一斉に行うために年２回程度に固定化することは可能ですか？可能だとしたら、その２回は何月と何月がいいですか。
　　□　可能で〔　　〕月と〔　　〕月がいい。

　　□　２回は困難で〔　　〕回は必要。

　　□　何回であれ発注を固定化されるのは困る。

　　□　わからない・その他〔具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

５．図書費執行に係わって、言いたいことがあれば記載してください。































